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１ 内容 

  令和６年中における当町の救急業務活動状況を取りまとめましたので、発表いたし 

 ます。 

 

 

 

 

 

令和６年救急業務活動状況について 



 

 

 

 

 

令和６年 
（令和６年 1月 1日～令和６年 12月 31日）   

 

 

 

救急業務活動状況 

 

  

箱根町消防署 

 

 



箱 根 町 民 憲 章 

 

制定 平成８年７月２３日 

 

箱根は、富士を映す名鏡芦ノ湖や美しい山なみなど、豊かな自然と古い 

歴史の中で培われた文化遺産と力強い産業を持つ国際観光地です。 

わたくしたちは、この恵みに感謝し、互いに助け合い、人々の幸せと、 

世界の平和に尽くすことのできる町づくりを目ざして、ここに町民憲章を 

定めます。 

 

１ ふれあいを大切にし、笑顔で「ありがとう」と言える人になりましょう。 

 

２ 健康で働くことをよろこび、思いやりの心を育て、明るい家庭を築きまし 

ょう。 

 

３ 責任あるみんなの発言と行動によって、活力のある住みよい町をつくりま

しょう。 

 

４ 豊かな自然と文化を守り、育て、次の世代に伝えましょう。 

 

５ 国際感覚を養い、世界の平和に貢献しましょう。 

 

 

 

 

 

 

 



箱 根 町 健 康 都 市 宣 言 

 

 

 

私たちは、恵まれた自然の中にあって、健康の大切さを実感し、生涯を通じ 

 

て健康づくりに努め、心豊かな生活を営むことをここに宣言します。 

 

 

 

一、 自分の体力にあった運動を続けましょう 

 

一、 バランスのとれた食生活に努めましょう 

 

一、 確かな予防と健康診断に心がけましょう 

 

一、 恵まれた温泉資源を活かしましょう 

 

一、 美しい豊かな自然とふれあいましょう 

 

 

 

 

健康づくりは、町に住まう、町で働く、町を訪ねる皆さん一人ひとりが主人 

  

 公です。 

 

  個人、家族、職場、地域が連携して「健康づくりの大きな輪」を広げましょう。 

 

 

 

 

  平成１８年９月３０日 

 

                            箱 根 町 



表 目 次 
 

 

（頁） 

 

表１  事故種別総括表・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・７ 

表２  過去５年間の救急活動状況・・・・・・・・・・・・・・・・・・８ 

表３  月別救急出動件数・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・９ 

表４  月別搬送人員・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・10 

表５  出動隊別救急出動件数・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・11 

表６  居住地区別搬送状況・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・12 

表７  行政地区別救急活動状況・・・・・・・・・・・・・・・・・・・13 

表８  時間帯別救急出動件数・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・14 

表９  傷病程度別搬送人員・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・15 

表 10 応急処置実施状況・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・16 

表 11 救急救命処置実施状況・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・16 

表 12 転送状況・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・17 

表 13 不搬送理由別件数・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・18 

表 14 ドクターヘリコプター運用状況・・・・・・・・・・・・・・・・19 

表 15 新型コロナウィルス感染症感染者の行政地区・月別搬送状況・・・20 

 

 

 



 - 1 - 

〈はじめに〉 

  この「救急業務活動状況」は、令和 6 年（令和 6 年 1 月 1 日～令和 6 年 12 月 31 日）に箱

根町管内（消防相互応援協定に基づく管轄外出動を含む。）で発生した救急事案について、そ

の活動の状況を集計したものであり、当町の救急業務活動を紹介することを目的として編集

したものです。 

 

〈概  況〉 

当町の人口は、10,904 人（令和 6 年 12 月１日現在）ですが、「国際観光地箱根」の特徴と

して人口を遥かに超える数の人が来町されます。そのため、流動人口を勘案し、当消防本部

では町内に 4隊の救急隊を配備し、安全・安心なまちづくりに寄与しております。 

当町の救急業務は、昭和 44年に開始して以来、社会経済の発展とともに救急出動件数は年々

増加の傾向をたどり、平成 19年には過去最高の救急出動件数（2,350件）及び搬送人員（2,294

人）を記録しました。その後は増減を繰り返し、令和 2 年と令和 3 年は新型コロナウイルス

感染症の感染拡大に伴う観光客数減少の影響を受けて減少しましたが、増加傾向となり、令

和 6年は、救急出動件数 2,088件（前年比 70件の増加）、搬送人員 1,902人（前年比 78人の

増加）となりました。これは、令和 5 年 5 月 8 日から新型コロナウイルス感染症の位置付け

が第 5 類感染症（インフルエンザウイルス感染症などと同類）とされたことで、感染症分類

移行前に比べ、国内旅行者及びインバウンドによる観光客数が増加したことなどによるもの

と思われ、外国人の搬送数は、158人と過去最高を記録しました。 
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１ 事故種別総括表           （表１・Ｐ7） 

表１は、事故種別ごとに出動件数・搬送人員・不搬送件数を前年と比較したものです。 

  出動件数は 70 件、搬送人員は 78人の増加、不搬送件数は 21件の減少となり、事故種別の

割合としては、出動件数及び搬送人員ともに、急病が約６割を占めており、続いて一般負

傷、交通の順となっています。 

 

２ 過去５年間の救急活動状況      （表２・Ｐ８） 

  表２は、過去 5年間の救急活動の推移を表したものです。 

救急出動件数は平成 30年に 2,000件を超えていましたが、令和元年は 1,914件と 2,000件

を下回り、令和 2年から令和 3年にかけ、新型コロナウイルス感染症の感染拡大に伴い、観光

客数減少の影響を受け減少傾向が続きましたが、規制緩和後の令和４年から増加傾向となり、

令和 6年は、出動件数 2,088件（前年比 70件の増加）、搬送人員 1,902人（前年比 78人の増

加）と過去 3年間を上回っています。 

事故種別出動件数では、過去 5年間いずれも急病が多く、次いで一般負傷、交通の順と

なっています。 

 

３ 月別救急出動件数         （表３・Ｐ９） 

   表３は、救急出動件数を月別に示し、事故種別及び行政地区別に表したものです。最も

多い月は 1月の 211件で、最も少ない月は 2月の 141件でした。事故種別では、急病は 136

件と 12 月が最も多く、一般負傷は 6 月が 53 件、交通は 10 月が 18 件と最も多くなってい

ます。前年と比較すると、前年は急病、一般負傷、交通のいずれも 8 月が最も多くなって

いましたが、今年はばらつきがありました。行政地区別では、仙石原地区が 570 件で最も

多く、次いで湯本地区が 560 件、宮城野地区が 506 件、温泉地区が 228 件となり、最も少

ないのは箱根地区の 215件でした。 

 

 



 - 3 - 

４ 月別搬送人員           （表４・Ｐ10） 

   表４は、搬送人員を月別に示し、事故種別及び行政地区別で表したものです。最も多い

月は 1 月の 187 人で、最も少ない月は 2 月の 126 人でした。事故種別では、急病は 115 件

と 5月が最も多く、一般負傷は 6月が 48件、交通は 1月が 18件と最も多くなっています。

月別の出動件数と搬送人員の相違については、不搬送や傷病者が 1 件に複数人いたことな

どが理由です。行政地区別では、仙石原地区が 531 人で最も多く、次いで湯本地区が 513

人、宮城野地区が 458 人、温泉地区が 204 人、最も少ないのは箱根地区の 188 人でした。

月別では湯本地区は 12 月、温泉地区は 10 月、宮城野地区は 1 月、仙石原地区は 5 月、10

月、12月、箱根地区は 5月が最も多くなっています。 

 

５ 出動隊別救急出動件数       （表５・Ｐ11） 

   表５は、当町の救急隊（4隊）の出動隊別の救急出動件数を月別及び事故種別で表したも

のです。主に温泉・宮城野地区を管轄する本署救急隊が 707 件と最も多く、次いで、仙石

原救急隊の 592件、湯本救急隊の 525件、箱根救急隊の 264件の順となっています。 

月別では、本署救急隊は 1月、湯本救急隊は 12月、仙石原救急隊・箱根救急隊いずれも

5月が最も多くなっています。 

 

６ 居住地区別搬送状況         （表６・Ｐ12） 

   表６は、居住者及び観光客等の居住地区別の搬送人員を月別及び事故種別で表したもの

です。居住地区別では、管内（町内）居住者は 720 人、管外（観光客及び観光客以外）居

住者は 1,024人で管外居住者の搬送は管内（町内）居住者のおおよそ 1.5倍になっており、

観光客の占める割合は全体の 53％、居住者の割合が 37％となっています。管内居住者は 1

月の 78人が最も多く、6月が 43人と最も少なくなっています。観光客は 5月が 83人と最

も多く、9 月が 44 人と最も少なくなっています。また、その他（主に外国人）が 158 人と

増加傾向となっています。 
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７ 行政地区別救急活動状況      （表７・Ｐ13） 

   表７は、行政地区（湯本・温泉・宮城野・仙石原・箱根・管轄外）別の救急出動件数及

び搬送人員を事故種別で表したものです。各地区共通して出動件数が最も多いのは、急病

となっており、次いで一般負傷、交通の順となっていますが、宮城野地区のみ一般負傷、

労働災害となっています。急病が最も多いのは湯本地区の 377 件、一般負傷の出動件数が

最も多いのは宮城野地区で 155件、交通の出動件数が最も多いのは湯本地区で 50件となっ

ています。搬送人員についても各地区共通して最も多いのは急病となっており、次いで一

般負傷、交通の順となっていますが、宮城野地区のみ一般負傷、労働災害となっています。

急病が最も多いのは湯本地区で 335 人、一般負傷は宮城野地区で 148 人、交通は湯本地区

で 52人となっています。 

 

８ 時間帯別救急出動件数       （表８・Ｐ14） 

   表 8は、救急出動件数を時間帯（2時間ごと）別に示し、事故種別ごとに表したものです。

最も多い時間帯は 10時～12時の 258件、次いで 14時～16時の 248件、8時～10時の 235

件、16時～18 時の 230件の順となっています。事故種別では、急病は 18時～20時が最も

多く、一般負傷は 16時～18時、交通は 14時～16時がそれぞれ多い時間帯となっています。 

 

９ 傷病程度別搬送人員        （表９・Ｐ15） 

   表 9 は、搬送人員の傷病程度を事故種別及び年齢区分別に表したものです。入院加療を

要しない軽症が 1,079 人で最も多く、全体の約 6 割を占めています。また、年齢区分別で

は、高齢者(65 歳以上)922人と、成人(18歳～64歳)783人で全体の約 9割を占め、高齢者

(65 歳以上)では入院を要する中等症や重症の比率が他の年齢層と比べて高くなっています。 
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10 応急処置実施状況         （表 10・Ｐ16） 

表 10は、救急隊員が実施した応急処置の状況を事故種別ごとに表したものです。救急隊

が搬送した傷病者に対して行われた応急処置件数は、延べ 9,205 件で、このうち最も多い

応急処置は、その他（検温・検眼・冷却など）の 1,891件となっています。 

 

 11 救急救命処置実施状況       （表 11・Ｐ16） 

表 11は、救急救命士が実施した救急救命処置（器具を用いた気道確保、静脈路確保、薬

剤投与）の実施状況を表したものです。このうち気道確保は 49 人、静脈路確保は 60 人、

薬剤投与は 38人に対して実施しました。事故種別では急病が最も多く、曜日別では水曜日、

時間帯別では午後（12時から 0時）、性別では男性、年齢区分では 70から 79歳の高齢者が

多くなっています。 

 

12 転 送 状 況             （表 12・Ｐ17） 

表 12は、転送（救急車に収容した傷病者を医療機関に収容後、同一傷病者を他の医療機

関へ搬送）の回数及びその理由を事故種別ごとに表したものです。転送があった救急事案

の 7 件のうち転送回数はすべて１回で、事故種別は、交通が 3 件、一般負傷と急病が 2 件

となっています。 

 

13 不 搬 送 理 由 別 件 数       （表 13・Ｐ18） 

   表 13は、不搬送（通報により救急隊が出動したが傷病者を搬送しなかった場合）の件数

をその理由及び事故種別ごとに表したものです。最も多い理由は、拒否の 96件で、次いで

辞退（到着後）の 67件となっています。また、事故種別では急病の 155件が最も多くなっ

ています。 
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14 ドクターヘリコプター運用状況    （表 14・Ｐ19） 

表 14は、神奈川県ドクターヘリ運航調整委員会が運用し、東海大学医学部付属病院（伊

勢原市）の医師・看護師が同乗するヘリコプター（ドクターヘリコプター）による当町の

運用状況を表したものです。ドクターヘリコプター要請件数は 20 件で、搬送人員は 20 人

でした。 

事故種別では急病の 13件が最も多く、発生地区別では仙石原地区が 7件で最も多く、最

も少なかったのは湯本地区の 0 件でした。離着陸場別では仙石原浄水センター（仙石原地

区）が 10件、発生月別では 1月の 5件が最も多くなっています。居住地区別では管内居住

者 9人、管外居住者 11人となっています。 

 

15 新型コロナウイルス感染症感染者の行政地区・月別搬送状況   （表 15・Ｐ20） 

   表 15は、新型コロナウイルス感染症感染者の行政地区・月別搬送人員数を表したもので

す。最も多い月は、7月の 9人、次いで 1月の 7人、9月の 6人となっています。 

行政地区別では、宮城野地区が最も多く 16人、次いで仙石原地区が 14人、湯本地区

の 3人となっており、全体としては約 66％が管内居住者の搬送となっています。 
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表２　過去５年間の救急活動状況
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表３　月別救急出動件数
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48 48

22

58

２月 ３月

1

行政地区

１月
月別

合 計 １２月５月 ６月

4141

25

1

45

6633

2028

-9-

2

4642 35

18

202150 175 179 144合 計 141 168 156 200

湯 本

宮 城 野

温 泉

2,088

560

228

15

53 45 59

13

506

12 19

44

18 11 23

41

29

11

49 41 43 41

27 19

51

管 轄 外 9 1 2

仙 石 原

箱 根

570

215 24

15

54 464660

2 3 3

211

39

18

55

49

41

47

48 3042

15

41 39

16 13 20 19

188 174

4 3

８月 ９月 １０月

106 136

７月

52 4 17

１１月

128 77 109 117 99 124

2 1 2

135 94 104 94

1

11 2 1 1 1

46 34 43 46

1 1

48 4644 53 40 48 35 37

21

12 7

9 2 1 4 6 47 1 5 5

4 1810 7

8 4

14 1416 11 13 7

1

1

202

９月

174

１２月１０月

144 188

１１月７月 ８月

175 179168

４月 ５月 ６月

156

３月

150200

１月 ２月

合 計

月別

事故種別

211 141

合 計

運動競技

2,088

1,323

一般負傷

加 害

火 災

自然災害

水 難

交 通

34

【事故種別】

3

自損行為 12

急 病

3

520

そ の 他

【行政地区別】

※「管轄外」とは、救急出動現場が通報内容と違い管轄外であったもの

3

1

133

56労働災害

2



表４　月別搬送人員

（人）

（人）

※「管轄外」とは、救急出動現場が通報内容と違い管轄外であったが搬送したもの

1管 轄 外 8 1 2 2

26 20

-10-

1 1

19 7 16 17

仙 石 原 531

箱 根 188

42 40 42 53 41 45 46 41 5340 53

22 1013 16 12 10

13 19

46 45 44 35 41 35

9 26

35

36 38

温 泉 204 22 17 13 12

37 29宮 城 野 458 47 25

22 18

151 145

40 4142 41

17 16

合 計 1,902

湯 本 513 57 36

187 126

９月 １０月 １１月 １２月

51 29 43 5828 47

167 166184 135 160 176133 172

７月 ８月３月 ４月１月 ２月 ５月 ６月

【行政地区別】

月別
合 計

行政地区

93 112

7 2 4

103 106 91 112

1 41 2 3 3

92 87

そ の 他 29 2

急 病 1,170 111 81 115 67

1

1 1 1 11 1 2自損行為 9 1

加 害 4 2

46 45

1

43 48 38 47 33 35一般負傷 493 44 30

1

40 44

6 4

運動競技 3 2

7 1

14 7

8 4 5 5

10 6

労働災害 56 9 2 1 4

3 16交 通 136 18 13 14 7 14 14

水 難

火 災 2

自然災害

2

１１月 １２月

合 計 1,902 187 126 184 135 160 176

７月 ８月 ９月 １０月１月 ２月 ５月 ６月３月 ４月

【事故種別】

月別
合 計

事故種別

133 172151 145 167 166



表５　出動隊別救急出動件数

（件）

（件）

356

141

151 2 385

1

6

2

-11-

箱 根 救 急 隊 264 1 56 70

1443

14 1

事故種別

合 計
火
 

災

1 39

本 署 救 急 隊

2,088

707 2

出動隊別

仙石原救急隊 592

3合 計

525湯 本 救 急 隊

箱 根 救 急 隊 264 26 13

322 2

そ
の
他

12 1,323 34

急
 

病

自
然
災
害

労
働
災
害

水
 

難

1 56

5

12

520 3

441 12194

105

1

1516

加
 

害

一
般
負
傷

2620

自
損
行
為

5644

50

56

6431 4640

5858 55

20 27

49

2424

53

3745 39

4247 36 60

30

150

31

133

4258

22

交
 

通

運
動
競
技

3

179

60595656

144 188175

54 60 70

174

38湯 本 救 急 隊

707

525 56

合 計 2,088 211 156141 200168

仙石原救急隊 592 56

48

42

本 署 救 急 隊 73

出動隊別
１２月６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月５月２月

202

【月　別】

【事故種別】

３月 ４月
月　別

合 計 １月

そ の 他

30

21

そ の 他



（人）

（人）

管内 居 住 者 8 30 1 6
観 光 客 23 60 1
観光客以外 2 16 13 3

5 10
管内 居 住 者 2 3 10 1

観 光 客 5 35
観光客以外 3 7 3

4
管内 居 住 者 7 6 1 49 1 2

観 光 客 2 1 75
観光客以外 5 9 7 2 1

17
管内 居 住 者 2 5 43 1 1 9

観 光 客 16 74 1
観光客以外 4 9 1 10 2 9

1 15
管内 居 住 者 4 1 14 2

観 光 客 27 23
観光客以外 3 3 1 2

9
管内 居 住 者

観 光 客 3
観光客以外 1

※　「その他」とは、外国人及び住所不明者など管内外に該当しないもの。

-12-

5 4
そ の 他

そ の 他 16 7

管
轄
外

管外
3

箱
根

60 39

管外
90 40

22 13

83 48
そ の 他 34 18

そ の 他 50 33

仙
石
原

208 147

管外
206 115

管外
167 89

53 29

そ の 他 12 8

宮
城
野

188 122

91 51

29 16

そ の 他 46 31

温
泉

72 56

管外

湯
本

192 147

管外
215 131

60 26

55 97

136 9

そ の 他 158 6

31 41 1 25 2 5

267 1 1 426

観 光 客 以 外 252 2

20

管外
観 光 客 772 76 1

15 1 146 1 3 511

29

管内 居 住 者 720 23

56 3 493 4 9 1,170合 計 1,902 2 136

自
損
行
為

急
 

病

そ
の
他居住地区

水
 

難

交
 

通

労
働
災
害

運
動
競
技

一
般
負
傷

加
 

害

【事故種別・行政地区別搬送人員】

事故種別
合 計

火
 

災

自
然
災
害

9 11 6 27 21 14

23 12

そ の 他 158 9 4 8 20 19 10

23 21 27 27 18 22観 光 客 以 外 252 27 18 14 20

60 65 44 62 65 74

76

管外
観 光 客 772 73 50 80 55 83 61

43 71 63 65 61 51

160 176

管内 居 住 者 720 78 54 49 50 59

184 135 167 166 133 172

１１月 １２月
居住地区

合 計 1,902 187 126 151 145

５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月

表６　居住地区別搬送状況

【月別搬送人員】
月　別

合 計 １月 ２月 ３月 ４月



表７　行政地区別救急活動状況

（件）

（人）

行政地区

-13-

1

合
 

計

火
 

災

自
然
災
害

3

一
般
負
傷

加
 

害

自
損
行
為

急
 

病

4管 轄 外 8

103

136

そ
の
他

交
 

通

労
働
災
害

14223

27314

1

204

34 4

2

299247箱 根 188

458

531

宮 城 野

仙 石 原 18

2148

2 3

1

52 13

4 9

2

10 52

15 2

4931,902 2

32814

56 3

131

2

355

1,170 29

6335

22

10

2

331

水
 

難

570

1506

1

4

31315

1172

2

520

109

31

145 196

155

361

2

2 7

34

151

14

11 10 54

2

228

133

37713

1,323

50

3 12313

火
 

災

事故種別

560

自
然
災
害

2

562,088

そ
の
他

合
 

計

交
 

通

急
 

病

一
般
負
傷

加
 

害

自
損
行
為

水
 

難

労
働
災
害

運
動
競
技

【出動件数】

【搬送人員】

合 計

湯 本

温 泉

行政地区

宮 城 野

温 泉

合 計

湯 本

事故種別

管 轄 外

仙 石 原

箱 根

14

215

2

49 3

513

2

運
動
競
技



表８　時間帯別救急出動件数
(件）

転院搬送 医師搬送 資器材等搬送 その他

476 1 42 13 2 124 1 1 290 2

1,612 3 91 43 1 396 2 11 1,033 28 4

2,088 3 1 133 56 3 520 3 12 1,323 28 6

81 9 8 64

67 3 8 56

59 3 1 7 1 47

124 7 1 25 91

235 12 11 66 1 142 1 2

258 1 23 15 1 61 1 3 140 12 1

227 1 18 8 67 4 122 6 1

248 27 10 1 69 135 5 1

230 12 4 71 1 138 3 1

228 2 5 1 1 58 160 1

190 8 4 52 1 125

141 6 1 28 2 1 103

０～２

２～４

８～１０

１４～１６

６～８

１０～１２

４～６

１８～２０

休　　日

時
　
　
間
　
　
帯
　
　
別

２２～２４

２０～２２

-
1
4
-

１２～１４

休日以外の日

１６～１８

合　　計

区　分
交 通

自 然 災
害

運 動 競
技

労 働 災
害

火 災合 計
事故種別 そ　の　他

加 害
一 般 負

傷
自 損 行

為
急 病水 難



表９　傷病程度別搬送人員

（人）

（人）

29

※　傷病程度は、傷病者を医療機関に搬送後、医師が初診時に診断したもの

そ
の
他

合 計

水
　
難

交
　
通

急
　
病

合
　
計

-15-

一
般
負
傷

労
働
災
害

運
動
競
技

2

421

136 1,170493 456

自
損
行
為

火
　
災

自
然
災
害

加
　
害

93

326

2

3

150

1

15

高齢者新　生　児
（生後２８日以内） （生後２９日～６歳）

乳　幼　児 少　年
（７歳～１７歳）

37

783

年齢区分

8

671,902

45

63

394

そ の 他

中 等 症

重 症

20 259

中 等 症

922130

（１８歳～６４歳）
成　人

（６５歳以上）

15

合
計

78

16

死 亡

重 篤

傷病程度

7 9

11

合 計

684

【年齢区分】

684

78

45

1,902

死 亡

そ の 他

軽 症 1,079

432 22

【事故種別】

事故種別

傷病程度

2 48 23

55 4

1

7

重 篤 16 11

重 症 3 1

494

82 30 3

419

4 1 630 3

軽 症 1,079 110 56



表１０　応急処置実施状況

表１１　救急救命処置実施状況

4 1 1 113 1 2 2

1

その他 4 2 1 4

1 1 1一般負傷 1 1 1 1

11 1 1交通 1 1

1 3 10 26 2033 18 34 27 15 14 5 8 10 10

20

急病 61 14 19 12 54 37 12 7

2 2 4 11 2713 36 18 38 29 110 7 14 5 8 11

79

対象人数 67 14 22 13 60 38 12

60 70 80

事故種別
19 29 39 49 59 69

深夜
(0～８）

性　　別 年　　齢　　区　　分　　別

男性 女性
０ 20 30 40 50水 木 金 土

午前
(8～12)

午後
(12～0)

チ

ュ
ー

ブ

ラ
リ
ン
ゲ
ア
ル

エ
ア
ウ

ェ
イ

食
道
閉
鎖
式

気
管
挿
管

日 月 火

（人）
救急救命

処置

対
象
人
数

気道確保

静
脈
路
確
保

薬
剤
投
与

曜　　　日　　　別 時　間　帯　別 傷　　病　　者　　内　　訳

89 101 55 103

※合計数は、一人につき複数の応急処置を実施した延べ数。

※応急処置の「その他」とは、検温・検眼・冷却など。

4 22 1002 1 17 3

401 487 210 490

そ の 他 103 508 5 6

5 138 4551 11 1

131 136 73 136

一般負傷 493 2,306 50 57

5 19 1359

1,083 1,124 876 1,162

交 通 136 713 5 64

17 4 1 3 1,08957 20 188 49

1,704 1,848 1,214 1,891

急 病 1,170 5,678 3 2

31 183 1 3 1,77960 21 225 53合 計 1,902 9,205 63 129

心電図 その他

実施人員
うち
自動

うち
自動事故種別

在宅
療法

ショック
パンツ
血圧保持

除細動 血圧測定 聴診器聴取

血中酸素
飽和度測

定

心マッサージ 心肺蘇生
酸素吸入

気道
確保

保　温 被　覆

※「静脈路確保」及び「薬剤投与」については、心肺機能停止前及び低血糖に対するブドウ糖溶液の投与を含む。

-
1
6
-

（件）
応急処置

応急処置

合　計 止　血 固　定
人工
呼吸

～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～



表１２　転送状況
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3

交
 

通

労
働
災
害

急
 

病転送回数

自
然
災
害

一
般
負
傷

水
 

難

2

１ 回 7

自
損
行
為

【転送回数別】

事故種別

合 計

合 計 7

火
 

災

2 2

そ
の
他

運
動
競
技

2

加
 

害

3

３ 回

２ 回

４ 回 以 上

1

2

一
般
負
傷

そ
の
他

2

自
損
行
為

加
 

害

急
 

病

1

1

合 計 7

ベ ッ ト 満 床

3処 置 困 難 5

事故種別

合 計
火
 

災転送理由

労
働
災
害

水
 

難

自
然
災
害

運
動
競
技

交
 

通

3

専 門 外

1

医 師 不 在

そ の 他 1

手 術 中

【転送理由別】

理 由 不 明

（件）

（件）

1



表１３　不搬送理由別件数
（件）

208 8 67 96 28 4 2 1 2

2 1 1

1 1

13 1 4 3 4 1

29 1 14 14

3 1 2

155 6 45 79 23 1 1

5 3 1 1

合
　
計

水 難

交 通

自 然 災 害

合 計

火 災

-18-

一 般 負 傷

加 害

資 器 材 等
搬 送

そ の 他

※不搬送理由の「その他」とは、上記不搬送理由に分類できないもの

急 病

自 損 行 為

そ
　
の
　
他

転 院 搬 送

医 師 搬 送

運 動 競 技

事故種別

不搬送理由

労 働 災 害

辞
退

（
到
着
前

）

辞
退

（
到
着
後

）

そ
の
他

拒
　
否

明
ら
か
な
死
亡

他
車

（
隊

）

搬
送

い
た
ず
ら

誤
　
　
報

傷
病
者
な
し



表１４　ドクターヘリコプター運用状況

―19―

1

1

7 5

3

3

1

1

離
着
陸
場
別

（
件

）

月
　
　
　
別

（
件

）

4　　月

6　　月

8　　月

2

仙石原 浄水 セン ター 10

5

1

発
生
地
区
別

（
件

）

1　　月

湯　　　本

温　　　泉

1仙　石　原

9　　月

10　　月

宮　城　野

箱　　　根

管　轄　外

旧 湯 本 中 学 校

その他(町外ヘリポート）

箱 根 園 ゴ ル フ 場

リゾートトラスト早雲山

合　計

20

事故種別

区　　　分

ドクターヘリ要請件数

その他

4 2

自損行為

1

労働災害運動競技交　通

1

1 1

13

急　病 一般負傷

1

6 4 1

2

3

1

12 17

箱 根 中 学 校

3 15

11

1

1

1

1

1 2

1

2

2

1

1

1

1

2

1

そ　の　他

観光客

観光客以外 5

12　　月 2

ドクターヘリ搬送者数（人） 20

居住者
居
住
地
区
別

（
人

）

管外

1

6

1

管内

11　　月

5　　月

32　　月

3　　月

7　　月

3

7

2

29

3

13

1

4

3 2

1



表１５　新型コロナウィルス陽性者の月別搬送状況

（人）

管 内 1 1 1

管 内 1

1

管 内 4 1 1 2 1 3

1 2 1

管 内 1 1 3 1 1

2 1 1 1 1 1

管 内 1

-20-

観光客以外

観 光 客

箱 根

そ　の　他

そ　の　他

そ　の　他

管　外

湯 本

温 泉

宮城野

仙石原

そ　の　他

管　外

管　外
観光客以外

観 光 客

居 住 者

管　外

居 住 者

観 光 客

観光客以外

36

12

0

0観光客以外

0

0

3

観光客
合計

24 12

居 住 者

0

0

居住者
合計

0

0

7

7

0

0

4

0

0

1

0

観 光 客

そ　の　他

居 住 者

観 光 客

観光客以外

居 住 者

管　外
1

1

0 05 0 9 4 60

１１月

0合 計 7 3 2 0

合　計 １２月
行政地区

３月 ４月 ５月 ６月 ７月 ９月８月

【行政地区別】

月別
１月 ２月 １０月

その他
合計

観光客
以外
合計


